
ご
」
こ
を
お
っ
て
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

C 
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輯車置亘~翌藍重量

司踊田慣

萱瀬グム周辺と萱瀬の琴平岳周辺は県む現地調査

と長崎県自然公園審議会の答申によって多良岳県立

公園への追加編入が決定されました。今度追加指定

された区域は、多良岳の山岳美 黒木谷の渓谷美と

ダムむ人工美と相主主って美しい景観を呈し .また琴

平岳は大村湾を眼下K見沿ろし遠〈国見岳や多良連

峰 雲仙岳を展望できる景勝の地です。この地域に

は旧活時代の史跡、人文資源、も豊富にあり これら

の自然景勝地を保護し その利用をはかるため県立

公園に追加指定された ものです。友治指定関係図書

は商工水産課に備え、一般の縦覧に供 しています。

(商工水産課)

(5月末日現在)

前月比

人 口 54.855 (ト191)

i男 26.234 (+140 
女 28.6Z1 (+47) 

世帯数 12.209 (+32) 
転入 568 出生 91 
転出 433 死亡 35 

萱瀬ダム周辺と琴平岳が

多良岳公園に這加されました

り
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大村市政だよ

県
立

可
J
r
L

、Jv
h
可，
a
v
h
可
J
F
K
可
A
F
L
可
a
a
v
h
可
d
F
E也
、
d
F
K
可
d
v
a也、，
a
F
L
、
d
v
h
可
aa

ii いよいよ麦の取入れから田植と本 i 
il格的注農繁期に入りますが この I! 

ii ころは例年 u空巣 H とか H 忍び込

ii みH などのドロボクの被害が農家

!!住宅街をとわ十発生します。

~I 警察や防犯組合でも特別の防犯活

11 動を行いますが、市民の皆さんも

il つぎのことがらをよく理解し犯罪

([)防止にご協力ください。(7)i 
、ノ，ノ i

il 侵入窃盗の手口 il 

|坊 l!
!! ①空巣狙い li 

1! ②忍び込み 犯 11

ji ③その他む侵入窃盗 i1 

11 ④いあき(家人などが昼寝食事 運 ii
ii などをしているすきをねらっ ii 

ii て屋内に佼入して金品を窃取 動;
ii すること)その他事務所荒し !! 

:: 学校荒し、小屋荒しむ恥な iζ!i 
!! っています。 ii 

ii 侵入窃盗の侵入口 !! 

i 表出入口、勝手口・窓その他協::

ii の出入口となっτゐ b、表出入 l! 
:: ロからが一番多く侵入していま 力!
P す。

'止- 11 
侵入の方法 ~ !! 

ii 錠のかけ忘れ錠あけ、ガラス

ii 破夕、戸締 Dなし、掛金外し錠 l! 
;: 破 b、ずらすは十しなどの順に !! 
H たっています

; 被害にかからぬためには !! 

ii 回沿出かけ前の戸締bは大丈夫に H 

ii ・留守するときは近所にたのみま !! 

!; しよう。 1 

民釘 .. 

辰!:

繁 i，

期

六月下旬号、tJ
4
E
E
A
 

Fι

、
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伏
、
刊
に

刊
ザ

(2) 

門

γ
~
刑
公

礼
町
平
交

もも
1
レ、

災
害
が
起
き
た
と
き
で
も

~J 

市
民
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、
Eヨ
耳支

少

大村市政だよ

代
何
人
M

N
M

限
に
被
害
を
と
ど
め
、
ま
し
ょ
う

人
以
カ
カ

与
詩
人
凶

本
年
も
六
月
中
句
か
ら
七
月

上
匂
に
か
け
て
、
大
雨
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
被
害
が

起
り
そ
う
な
と
き
は
つ
ぎ
の
こ

と
が
ら
に
じ
ゅ

5
ぶ
ん
注
意
い

た
し
ま
し
ょ
を
。

円
避
難
。
立
ち
の
き
】

気
象
情
報
、
雨
量
そ
の
他
の

吠
況
を
総
合
判
断
し
て
、
災
害

が
予
測
さ
れ
る
場
合
ば
、
サ
イ

レ
シ
、

讐
鐙
な
ど
む
信
号
(
サ

イ
レ
ン
U

一
分
間
吹
鳴
、
警
鐘

日
乱
打
)
で
避
難
、
立
退
き
な

ど
を
島
知
ら
せ
し
ま
す

二
の
場
合
は、

警
察
職
員
‘

消
防
団
員
の
訪
導
に
し
た
が
っ

て
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所

(
学

校
、
公
民
館
、
寺
院
在
ど
)

へ

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
避
難
・
立
ち
の
き
前
に

心
が
け
て
あ
く
こ
と
M

①
火
の
始
末
や
戸
締
り
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
し
て
か
ら
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

@

マ
ッ
チ
、

収
中

電
灯
な
と
を
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
(
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

ジ
オ
な
ど
も
必
要
な
七
の

の

一
つ
で
す
。

③
非
常
の
と
き

は、

あ
わ
て
が

ち
に
友
・
り
ま
す
の
で
、
必
要

な
所
持
品
は
か
ね
て
か
ら
H

メ
モ

ρ

し
て
治
く
か
、
ま
と

め
で
た
き
ま
し

ょ
う
。

②
貴
重
品
は
水
に
ぬ
れ
な
い
よ

う
に
防
水
袋
(
ビ
ニ
ー
ル
の

袋
な
ど
で
も
よ
い
)
に
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
自
分
の
か
ら
だ
を
守
り
、
ま

た
水
難
者
を
救
助
す
る
と
き

の
た
め
に
丈
夫
在
網
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
。
杖
な
ど
も
役

に
立
つ
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。

⑥
年
寄
り
、
女
、 口

l
ソ
ク
、

m 

民iザロ言

.|約 -T .l雪;; -l2瓦7 
1，会 サ

休止ぎ与? 休止f品? 休止ぶめ 休止学砂五 イ

.約
@l b 約 .l 坦~ -1砂E23 L 

レ

|分 ン

休止f毒E 休止約伝 止休ぎ五秒 13 

@l約~ 
-1 2 聖書 -l診2 

号

乱 @ 

休止 空5

打 • 
占@ • • 休止 鎖• • • @ 休

.ll: 

守@ 晶

@ 

• 号• @ 

号水防信

子
ど
も
、
病

川
市
で
は
大
雨
に
よ
っ
て
起
る
被
害
を
で
き
る
だ
け

川

川
少
だ
く
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
策
を
た
て

川

川
て
い
玄
す
。

市
は
こ
う
水
ま
た
は
高
潮
な

ど
に
よ
り
水
害
が
お
こ
る
お

そ
れ
，
か
わ
る
と
き
は
水
防
本

部
を

わ
き
、

災
害
を
最
少
限

に
と
ど
め
る
た
め
、
い
ろ

い

ろ
の
仕
事
を
し
ま
す。

水
防
本
部
の
組
織
は
本
部
長

(
市
長
)
副
本
部
長
(
助
役
)

人
は
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ

甲つ。
⑦
瓦
や
、
木
片
で

ケ
ガ
を
す
る

こ
と
が
あ
れ
ν
ま
す
の

で、

座

、
ぷ
と
ん
や
厚
い
布
を
か
ぶ

っ

て
避
難
し
ま
し
ょ

う。

⑨
婦
女
」
は
ス
ポ
ン
を
は
い
て

お
き
空
し
上
う
。

σ芳
一

信
号
H

警
戒
水
位
に
達
し
た

と
き
で
消
防
団
の
待
機

②
才
二
信
号
H

水
防
団
体
最
よ
び
水

防
団
の
出
動

め
ホ
三
信
号
U

危
険
区
域
内
居
住
者

の
山
動
治
よ
び
市
職
員
全
員
登
庁

初
中
間
信
号

1
必
要
と
認
め
る
区
域

内
の
居
住
者
の
避
難
、
立
ち
退
き

当
)
耕
地
問
池
対
策
係

水
防
部
H

水
防
作
業
係
一
(
消

防
団
担
当
)

門
情
報
J
6
2
5
L

の
も
と
に
庶
務
部
、
建
設
部

防
雨
量
や
水
位
を
知
る
た
め

水
防
部
主
治
き
部
に
つ

ぎ
の

雨

量

、

水

位

観

測
所
汗
一設
け

係
を
も
ろ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

ま

す

。

被
害
欣
況
の
制
立
は

の
っ
と
め
に
従
事
し
ま
す
。
町
務
連
絡
員
、
消
防
団
員
、

庶
務
部
H
情
報
連
絡
係
、
資

青
年
団
員
、
な
ど
の
関
係
者
に

材

係

、

輸

送

係

お

願
い

し
て
情
報
を
集
め
る

建
設
部
U

現
地
調
査
指
導
係

こ
と
に
し
て
い
ま
す

。

(
市
内
を
八
地
区
に
分

け

担

(

消

防
本
部
)

⑨
深
夜
の
避
難
は
危
険
で
あ
り
「
t
1
J
i
f
li
t-
t
t
T
J

一

地
す
べ
h
y
在
ど
の

治
こ
』

ま

ず

か

ら

、

あ

わ

て

注

い

で

~

-

品
り
や
す
い
危
険
在
地
域
に
一

整
然
と
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

~

一

一
居
住
し
て

い
る
人
で
、
危
巴

⑩
切
れ
た
電
線
に
は
ふ
れ
な
い
』

司

〉

叩

険

地

域

外

に
住
宅
を
建
設

一

ょ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一

昨

』
し
よ
う
と
す
る
人
に
は
、
-

一
住
宅
金
融
公
庫
で
特
別
貸

.

-

付

を

い

た

し

ま

す

。

一

一

こ

の

貸
付
は
災
害
を
未
ι

-
然
に
幼
止
す
る
た
め
に
行
-

」
な
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
た

-

ヤ
め
、
抽
せ
ん
に
よ
ら
や

J

申
一

昨
請
し
て
受
理
さ
れ
た
人
K

-

「
は
全
部
貸
付
け
ま
す
。
』

-

希

望

者

は

建
設
課
ま
で
叫

ト
申

込

み

く

だ

さ

い

。

叫

「
貸
付
金
の
限
度
は
約
一
一
一

i
叶

-

九

万

三

千

円

で

す

。

日

車翼盤麗望
陸上自衛隊では 7月中の実弾射撃を

次のとおり行います。

実施場所池田射撃場

実施日程 8日‘ 13日、 15日、 20日

6月の追加日程

6月27日ー29U 庶務課)
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さ
れ
ま
し
た
。

i衛生課からのお願い

iρ ゴミ処理 H に理角きと協力を

i 夏j::!.ゴミの多く なるときですo

Eできるだけ家庭で地時 し ゴと を

U ~I兵ら すー ょ う 32 出i い し ま -30

ゴミ箱

= ゴミ箱は軽くて丈夫たもの を用

iい、地面との間 をすかし コン ク

リート 引のも C は傾斜 をつけてく

Eださい。

三 ゴミ箱Kはとブ夕 、をし、こわ

iれた ものは修理してく ださい。

E ゴミの区分

夏になる と果物の皮が多くな り

i焼却場での処理が困難に左 ります

i汁の多く出 るゴミ I'.Iピエ ー}1-袋な

Eどに入れて汁の出ないようにして

E別において ください。

ー また、ガラス ピン、空缶左足、

Eもえないものも別Kして長いてく

Eださい。

また道路を美し く使うため .ゴ

Eミ箱は軒下におき 道路のそばにゴ

iミを捨てないようにしてください

一時さ れにに 郎 ネ土
端 にん市まとあさ昭舎
に 際も内 し、たん和義
とし実 並 た 金 bは通江
金社父松。一、弟り千

一会龍郷 万社ご三空
万 福 作 六 円 会郎丁寮
円祉さ三 也 福 さ目に
也 事ん 四 を祉んの容
を業 の池 寄事の 横社
寄貨忌回 付業 忌 山
村の ψj貢 さ 費明 ー

合

道路をいつも美しく

寄
付

H

バ
ナ
ナ

ρ

五
十
キ
ロ
を

市
内
本
町
三
丁
目
徳
田
正
男

さ
ん
は
市
立
敬
老
院
と
大
村
子

供
の
家
に
五
月
十
三
日

バ
ナ
ナ

約
五
十
キ
ロ

を
贈
り
慰
問
さ
れ

ま
し
た
。

ー

合

' 事

ー

フ

団

体

ソ

時党
此わ
た
る
大
討
拐
の
へ
巧

走
巾
跳
(
偶
人

)
俊
勝

県
民
体
育
祭
:
:
・
三
百
二
十
九
名
参
加

成た勢 こ をは が七 大市月
績 o t'C入と受 大 中 参種 会 で十対ア
は 万場をけ村央 加自 に 開 八 十
つ 場式蓄、市公し、 ソ か日 六
ぎ のでつ全 長 以ま選 フれ iJ、回
の 拍は て プJカ、館し下卜大ら県
と 手整出をらでた 三 ポ村 二 民
治 が然発 尽 激の。百 l か日体
b 起たしし 励 壮 二ノレら間 育

b るまでと行 十 の も 佐 祭
ま大し 戦団式 九外こ 世は
し村 た う旗で 名 十の 保五

個 団
百三二 敏 優 人フ弓三 隊 二 村 優 体
メ位位)勝 ト道位)位航 l肪
1 11 11 二 11 ボ、空 11

ト四千 位定 l パ 剣 ラ隊 ソ
ル百六 11 巾 ルト道 ク )フ
(メ百走跳 ( ミ 、 ト

教 ¥同 r

夏J;車 両 替 f更:?
冨 Jレ lハ比 5 ン 女 竹 Jレ
去、 H 留野 、 子 松 (
5八〉秀 球ソ 〉部 犬

j国民年金の保険料免除 i

j申請は 7月22日まで

:国民年金の保険料は必十納i

iめることに在っていますが:

:保険料を納めることが著しi

iく困難である場合は免除申j

:請を1月Z2日までにして くj

:ださい。

なお昨年度に沿いて免除j

:を申請 し免除となっている:

jかた も低年申請するえとにj

jなっていますので未提出j

jのかたはいそいで提出 してj

jください。(福祉事務所) ~ 

、、‘，，nぺJ
V

〆
'
E

、

熱
戦
の

ラ
グ
ビ

，OJ¥ 

(
福
祉
務
事
所
)

写真=バナナのおくりものをうけて太古びの

敬老院の人たち



百
日
接
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予

程
し
ま
す
。

防
接
種
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

ω追
加
免
疫
初
回
免
疫
終
了
後

い

ま

す

.

一

年

か

ら

一

年

半
を
経
過
し

営
と
技
術
を
習
得
さ
せ
る
こ
と

七
月
一
日
は
固
定
資
産
技

七
月
一
日
現
在
で
全
国

一
せ

接

種

要

領

た

も

の

で

、

一
回
搾
起
し
ま

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
o

二

期

分

の

納

期

限

ア

す

い

に

事

業

所

の
統
計
調
査
が
実

ω初
回
免

疫

昭

和

三
十
八
年

す

。

主
な
研
修
事
項

ま
だ
納
入
し

て
い
な
い
カ
た
施
さ
れ
ま
す。

こ
の
調
査
は
会

一
月

一
日
か
ら
、
三
月
三
十

料

金

無

料
で
す
。

長
崎
県
で
は
つ
ぎ

の
要

領

で

柑

き

っ

、
酪
農
、
温
室
園
芸
は
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
社
、
工
場
、
商
臣
、
学
校
、
旅
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

農
村
青
年
を
県
外
へ
派
遣
し
ま

農
産
加
工

ぃ
。
取
ま
と
め
納
付
の
場
合
は

館
左
ど
す
べ
て
の
事
業
所
に
つ
で
、
三
週
間
治
き
に

=一
回
接

さ
い。

す。

派
遣
期
間

早
自

に
組
合
長

um品
人
宅
へ

い
て
行
な
わ
れ
、
事
業
所
の
分

目
的

昭
和

三
十
八
年
八
月
中
匂
か
失
叩
け
く
だ
さ

い
ι

布
と
そ
の
活
動
の
状
態
を
明
ら

こ
れ
は
農
村
青
年
研
修
の
一
ら
昭
和
三
十
九
年
五
月
下
付

(
刊
務
課
)
か
に
す
る
こ
と
を
民
的
と
す
る

環
と
し
て
行
な
う
も
の
で
、
県

申

込

は

六

月

二
十
九
日
ま
で

-

:

:

i

・e
・
-可

di
-
-
j
i
-
-
-

国
の
も
っ
と
も
基
本
的
友
調
査

内
の
優
秀
在
農
村
青
年
を
農
業
く
わ
し
い
こ
と
は
市
農

林

課

に

…

名

産

し

…

で

す

。

こ
の
調
査
は
統
計
に
使

ゾ

」

中

川下

企

」

技
術

・
経
営
の
先
進
地
に
派
遣
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

…

で

工

だ

…

う

だ

け

で

、
税
金
友
ど
に
は
関

の

前

く

し
て
、
そ
の
土
地

の

精

農

家

に

(

農

林

課

)

…

す

市

ね

…

係

あ

り

ま

せ

ん
の
で
、
調
査
員

主
A

R

+

A

R

F

F

寄
宿
さ
せ
、
進
歩
し
た
農
業
経

…

川

削

た

…

が

治

伺

い
し
た
と
き
に
は
ご
心

比

一

…

吋

…

配

な

く

あ

り

の

ま

ま

を
島
知
ら

集

担

訊

せ

く

だ

さ

い

。

(

庶

務

課

)

(4) 

農
村
青
年
県
外
実
地
研
修

h 
生
を
募
集

大村市政だよ昭和33年 4月II日第三種郵便物認可

受
付
期
間
昭
和
三
十
九
年
三

月
十
九
日
ま
で

申
込
窓
口
親
和
銀
行
、
十
八 市

役
所
↑

事
業
所
の
統
計
調
査
に

「
」
協
力
く
だ
さ
い

市
役
所
↑

H

農
業
委
員
選
挙
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対
象
に
つ
ぎ
の
日
程
で
選
挙
に

関
す
る
説
明
会
を
行
な
い
ま
す

日

時

七

月

一
日
、
午
後
一

時

か
ら

大
村
市
役
所
議
場

(
選
挙
管
理
委
員
会
)

|回目の実施日と堤所

鈴田出張所

市保険衛生課

東大村小学校

時間は、いずれも午後 1時30分か

(保険術生wn

立
侯
補
の
説
明
会

任
期
満
了

の
た
め
七
月
十
五

日
に
執
行
さ
れ
る
大
村
市
農
業
場
所

委
員
会
委
員
選
挙
に
立
候
補
予

定
の
人
語
よ
び
そ
の
関
係
人
を

三浦診療所

萱瀬出張所

池田敬老院

福重出張所

松原出張所

市立病院

竹松出張所

計毘教習.1i入所生を事

(商!水!主謀 }

7月 4R 

7月 5日

7月 2日

7月 3日

7月 1臼

ら3時まで
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〆/
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シ六五千組二才織ハ三
γ t 才円立十一布二十
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十十万 炊 十才円紡六才
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I一千婦 t万上工選万
三 万円 二二五・十 考 六
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五千事五才円 掌

増
築
資
金
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昭和38年 6月20日

住
宅
金
融
公
庫
で
取
扱
い

貸
付
利
率

年
五
分
五
毘

仕
上
工
十
六
、
t
四
十
才
一
万
五
才
一
万
二
千
円

(
的
見
許
課
)

千
円
・
仕
上
工
、

サ
ッ
シ
ユ
工

ハ
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)


